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２０１９年９月１０日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海連合「第 35 回定期大会」を開催 

新事務局長に尾内氏を選出し、新体制発足 
ＪＲ東海グループ労働組合連合会（ＪＲ東海連合）は９月６日から７日にかけ、岐阜

県高山市内で第 35 回定期大会を開催し、新年度の運動方針を満場一致で決定した。 

鎌田茂会長は挨拶の冒頭、度重なる自然災害にもかかわらず、安全・安定輸送の確保

や高品質なサービスの提供によりグループ全体で堅調な業績を上げることができている

ことについて、感謝の言葉を述べた。その上で課題提起として、安全については、事故防

止はもちろんのこと、労災防止では触車事故が連続しており注意を要すること。組織強

化については、ＪＲ東日本で発生している大量脱退を念頭に、すべてのグループ会社で

労働組合を組織し、加盟を促進していく必要があること。労働条件の向上については、

２０１９春闘の成果を２０２０春闘につなげる決意や、リニア開業にむけて東海連合も

変化していかなければいけないこと、などにそれぞれ言及した。 

大会には来賓として、ＪＲ東海萩原健二人事部長や粂川浩二勤労課長、交運共済東海

事業本部菅沼恒夫本部長らが出席し、祝辞を述べた。ＪＲ連合からは荻山市朗会長、北

村公次労働政策部長（グループ担当）、今井孝治企画部長が出席した。 

議事では、幹事会が提起した議案に対して加盟全 24 単組から発言があり、執行部の答

弁を経て、森田政和事務局長が総括答弁を行い、すべての議案が満場一致で採択された。 

また、役員選出では４年に亘り専従としてＪＲ東海連合の運動を牽引してきた森田事

務局長が退任し、新たに尾内裕昭事務局長（ＪＲ東海ユニオン中央執行副委員長）を選

出した。 

なお、レセプションにはＪＲ東海伊藤彰彦事業推進本部長をはじめ、全 24 単組の会社

幹部が駆けつけ、会社が抱える

課題に労使が協力して取り組め

ていることに謝辞を述べるとと

もに、各単組の出席者と懇親を

深めた。 

 

 

 

 


